
 

 
 

 

 

2019年 11月８日の決算発表以降いただいた主なご質問とご回答は以下の通りです。 

 

 

Q1 与信関係費用が増加傾向にあるが、今後の見通しは 

A1 

県外における個社の要因により与信関係費用が増加したものと捉えている。取引先の

倒産件数は減少しており、ポートフォリオ全体の健全性は悪化しておらず、今後の  

与信関係費用のさらなる増加は想定していない 

また、2019 年度上半期において、一般貸倒引当金の算定期間を長期化するなど算定

方法の見直しを行い、より精緻に貸倒引当金を測定できる体制とした 

 

Q2 今後の株主還元に対する考えは 

A2 

現在の第 13 次中期経営計画では「中長期的に株主還元率 50%程度」を目指しており、

今年度の株主還元については下半期の進捗を踏まえ検討していく 

次期中期経営計画における株主還元方針は、資本政策について議論を深めるなかで、

改めて考えていきたい 

 

Q3 次期中期経営計画の検討状況は 

A3 

今後行内で議論を深めていく予定で、公表できる内容に限りはあるが、グループ会社

との連携強化により総合金融サービスの充実をはかるとともに、地域経済の発展にも 

つながっていくような計画にしたいと考えている 
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